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理事長の記事掲載について 

 この度、中本理事長に関する記事

が日刊スポーツサイト内のページに

掲載されました。過去のサッカー日本

代表との話や、かながわクラブのこと

についても触れられております。ぜひ

ご一読ください。 

▼日刊スポーツ（サカバカ日誌） 

「岡田ジャパン支えた“不敗機長”の

負けられない戦い」 

https://www.nikkansports.com/socce

r/column/sakabaka/news/1878669.h

tml 

 

大会・公式戦結果 

 

 小 3  

【県総合型スポーツクラブサッカー大会】 

＜Sチーム＞ 

vs 鹿島キッカーズ  0-3● 

vs ゆりの木 FC  0-1● 

vs 相模野 SC  2-2△ 

■最終結果：グループ 4位 

＜Aチーム＞ 

vs FCグラシア  3-1〇 

vs みどり FC  4-1〇 

vs 大沼 SC  2-0〇 

☆決勝戦 

vs 若葉台 FC  4-0〇 

■最終結果：優勝 

 

 JUNIOR YOUTH  

【高円宮杯神奈川県大会 2回戦】 

vs 港北 FC  1-0〇 

【神奈川県 U-15 リーグ】 

vs FC AIVANCE YOKOSUKA 1-1△ 

 

 YOUTH  

【神奈川県 U-18 リーグ】 

vs 麻布大付属高校  0-11● 

vs 氷取沢高校  5-2〇 

【Jユースカップ関東予選】 

vs INAC多摩川 U-18  5-1〇 

vs ブリオベッカ浦安  0-5● 

 

 TOP  

【横浜市民大会 2回戦】 

vs FC横浜アズール    0-0(PK2-4)● 

【神奈川県社会人リーグ 2部】 

vs 平塚サッカークラブ 3-1〇 

 

 PAPAS  

☆OVER40 

【横浜市リーグ】 

vs 横浜 OB  1-3● 

☆OVER50 

【横浜市リーグ】 

vs AS本牧   1-1△ 

 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【県リーグ再開】 

 8月 27日に平塚 SC と県リーグ戦

を行い、3－1 で勝利しました。これ

で 7戦全勝、勝ち点 21 となりました。 

約 1 か月ぶりの県リーグ、試合の入

り方が重要でした。そこを打ち破っ

てくれたのが、2 日前に誕生日を迎

え 45歳になった二木選手の先制ゴ

ールです。これで、かながわクラブ

のペースとなり、勝利することができ

ました。また、急遽センターバックを

任された永野選手の献身的な守備

で、相手の攻撃も封じ込めることが
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できました。 

これで、全勝を守りましたが、残り 4

試合、2 位のクラブテアトロとは勝ち

点で上回っているものの、得失点差

で水をあけられてしまっており、優

勝するためには負けることは許され

ません。まだまだ厳しい戦いが続き

ますが、引き続き応援よろしくお願

いいたします。 

9月には 2試合予定されていますが、

詳しい日程等については、クラブ

HPでご確認ください。 

 

【オフィシャルサイト TOPチームページ】 

http://www.kanagawaclub.com/topteam.html 

(中本 洋一） 

 

YOUTH 

Ｊユースカップ関東予選の 1次予

選のリーグ戦を突破し 2次予選に進

出し関東ベスト 16に入ることができ

ました。くじ運に恵まれたということも

ありますが、当面の目標と掲げて取

り組んだ INAC多摩川 U-18 との戦

いでは、選手それぞれが与えられ

た役割を果たし、チームのためにや

れることを献身的に行い、まさにチ

ーム一丸となり 5-1で勝利すること

ができました。チームとしても選手個

人としても成長が感じられた一戦と

なりました。2次予選 1回戦のブリオ

ベッカ浦安との試合は残念ながら

勝利することができず、関東ベスト 8

へ進出することはできませんでした

が、チームとしても個人としても非常

に成長が感じられた大会となりまし

た。 

9月以降も U-18 リーグや関東ク

ラブユースリーグや県クラブユースリ

ーグと公式戦が続きます。 

U-18リーグは残すところあと 3試

合となります。残り試合は全勝する

つもりで1つでも順位をあげられるよ

う取り組んでまいります。 

関東クラブユースリーグでは関東

の強豪クラブチームとの連戦が予想

されます。チームとしても個人として

ももう一段階ステップアップし、格上

の強豪クラブチーム相手にも良い

戦いができるようしっかりと準備して

いきたいと思います。 

夏の厳しい連戦や活動を通して

チームの団結力も高まっており、最

近新入部員も数名加わりました。今

後が非常に楽しみです。 

（豊田 泰弘） 

                                 

JUNIOR YOUTH 

先日の高円宮杯 2 回戦にて、か

ながわクラブファミリーのご協力のも

と、天然芝のとても素晴らしい会場

を提供して試合を行えました。会場

提供が中々できていないため、自

分たちでラインを引いて公式戦を行

うことは初めての経験でした。 

今回、会場提供チームの大変さ

がわかったと思います。試合後のミ

ーティングでも話しましたが、会場

提供してくださるチームに感謝の気

持ちを忘れないでください。当然、

相手チームや審判がいなければ試

合はできませんし、お弁当を作って

くれる保護者の方など、サッカーに

関わるみんなに感謝の気持ちを持

って取り込んでください。「（気持ち

がある）ありがとう」の言葉はもちろん

のこと、感謝するとは、どんな状況で

も最後まで一生懸命プレーすること

です。 

(高田 成典) 

 

先日、高円宮杯が始まりました。

中学生年代最大の大会で中学校の

部活もクラブチームも一同に行う大

会です。かながわクラブは初戦をシ

ードとなり二回戦からでしたが無事

初戦を勝利して次に繋げることがで

きました。相手は港北 FC で練習試

合では何度か対戦したことはありま

した。負けてることが多い相手でし

たが選手の頑張りや、保護者や以

前見てくださったコーチの応援もあ

りとても良い雰囲気で試合ができ、

勝つことができました。【試合】という

字のごとく、今まで積み上げてきた

ことを試し合うことができました。ベ

ンチからのコーチングも多く言うこと

もなく、選手自身が主体的に動き、

仲間で声をかけ合いながらできたこ

とは勝利と同じように嬉しく思いま

す。 

大会と並行して学校ではテストも

始まろうとしています。今回のテスト

は内申にも関わってくるといった点

でも重要です。しかし、公式戦も待

ってはくれません。非常に切羽詰ま

っている状況ではありますが選手に

は頑張ってほしいところです。勉強

の合間に 30分でもランニングをする

だけでもテスト明けのパフォーマン

スは全然違います。我々に負けた

港北 FC や港北 FC に負けた中学

校が悔しい想いをしたことを忘れて

はいけません。 
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１つでも多く今のメンバーで試合

ができて、高校向けて良い経験を

積むためにも、保護者の方のご理

解、ご協力なしでは活動はできませ

ん。勉強の部分で不安ではあると思

いますが、もうしばらく選手の活動に

ご協力ください。宜しくお願い致しま

す。 

(斎藤 幸宏) 

 

小 6 

あっという間に 8 月が過ぎてしま

いましたね。6 年生のみなさんは小

学校生活最後の夏休みを思いっき

り楽しんでくれたでしょうか？夏休み

が終わり、通常の生活が再開された

と思いますが、しっかりと頭も体も休

みモードから切り替えて様々な活動

に取り組んで欲しいものです。 

 さて、前回のトリコロールで記載

したように、僕はこの夏に 2 つの海

外遠征を経験しました。細かいこと

は、担当の 6 年生に対してグランド

で伝えようと思いますが、他学年の

皆様にもおすそ分けとしてデンマー

ク遠征で感じたことをお伝えしたい

と思います。 

 日本の選手たちとの比較を簡

単に言うとすれば「小学生年代の子

どもでもサッカーをよく知っている」

ということです。付け足すと、『チャン

スやピンチをしっかり嗅ぎ分けられ

る』『ゴールを決めることに貪欲』『勝

ち負けに敏感でこだわる』と言ったと

ころです。そして、そういったことを、

監督やコーチにあれこれ指示をさ

れることなく動いていた姿が印象的

でした。明らかにボールを扱う能力

が低い選手でも、上記のことが理解

されていて実践できれていればチ

ームに大きな力を生み出していまし

た。よく言われるように間違いなく日

本の選手は上手です。しかし、勝負

で勝てないことがしばしばあります。

その理由の一端が上記のようなこと

だと感じさせられました。(言葉だけ

では非常にわかりづらいことでもあり、

参考にならないかもしれませんがご

容赦ください。) 

 近い将来、少しずつかもしれま

せんが日本の選手たちがそういっ

たことを改善して、世界のトップレベ

ルに入れる日が来るように…また 9

月から僕自身もリスタートしたいと思

います。 

(西井 純一) 

 

小 5 

夏休みの活動が終了いたしまし

た。平日練習の後期日程も午前中

の活動とはいえ、連日暑い日が続き

ました。その中でも多くの選手たち

が毎日休まず参加し、楽しくボール

を蹴ることができておりました。多く

の選手が夏合宿や夏の平日練習を

通じてまた一回り逞しくなったと感じ

ています。夏合宿や夏の平日練習

では天然芝や人工芝といったとても

よいグラウンド状態の中でトレーニン

グできるということで、パス&コントロ

ールや流れの中で「止める・蹴る」の

精度を上げ、判断力を養うようなトレ

ーニングを多く行いました。多くの

選手が流れの中で正確にボールコ

ントロールしながら、顔を上げて周

囲の状況を確認し判断できるように

なってきています。今後は習得した

技術や判断力を試合のどのような

場面でどのように生かしていくのか

について触れながら、引き続き取り

組んでまいります。 

あと少し残念なのは、サッカー以

外の部分での基準や習慣がルーズ

な選手がまだまだ多いことです。荷

物の準備や後片付け、今は何をす

べきで次はどうすべきか、といったこ

とを指示されないと動けない選手が

まだまだ多く、そういった甘さやルー

ズな部分がサッカーのプレーにも表

れてしまっています。持っている能

力を最大限発揮するためにも、普

段から目指す基準や習慣について

も引き続き指摘しながら取り組んで

まいります。 

(豊田 泰弘） 

 

小 4 

【夏休みを終えて】 

夏休み期間中、平日の早朝練習

と神栖合宿、TRM を行いました。夏

休み最後の活動では、こんな所に

行ったよ！こんな事してきた！まだ

宿題終わってない！など、色んな

話を聞かせてもらいました。リフティ

ング練習してたから記録を更新でき

た！と教えてくれた選手もいました。 

今年の夏休みに練習して身につけ

たこと、サッカー以外で得られたこと

を大切にしてもらえたら嬉しいで

す。 

【国チビが始まります】 

春季大会に続き、4年生はS,Aの

2 チームで国チビに参加します。こ

れまでは、選手の特徴を生かせるよ
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う様々な組み合わせでチームをつく

り、プレーしてもらいました。今回、S

チームは攻撃的なポジションをプレ

ーしてきた選手、Aチームは守備的

なポジションでプレーすることが多

かった選手で選考しました。よって、

今大会では経験したことがないポジ

ションでプレーしてもらうことも考え

られます。自分の得意なポジション

だけでなく、新しいポジションでプレ

ーすることで見える風景、感じられ

る事もあると思います。失敗を恐れ

ずに積極的にトライし、自分もこん

な事ができるんだ、という自信を積

み重ねてほしいと考えています。1

試合 1試合を精一杯戦えるように心

と身体の準備をして(用具の準備も

大事です！)、選手サポーターみん

なで大会を楽しみましょう！ 

（嘉手納 大輝） 

 

小 3 

【チーム分け】 

選手たちには既に伝えてあります

が、チーム分けを再度行うことにしま

した。本来であればチーム分けは

四年生の今頃を予定していました

が、選手たちの能力をさらに伸ばす

環境を提供するためには、チームを

再編した方が良いと判断し踏み切

ることにしました。 

チーム分けの基準としては四項

目あります。 

①技術面…サッカーにおいて重要

な「止める」「蹴る」と、どのような「狙

い」をもってプレーしているのか 

②練習に取り組む姿勢…1 時間半

という短い時間の中で準備や、ドリ

ンクを飲む時間を考慮すれば実際

にプレーしている時間はフルで確

保できているわけではありません。

その中で準備の時間を少しでも短く

しようと皆で協力しているのか、ダラ

ダラとした移動や、遊び始めること

によって無駄な時間を過ごしていな

いか 

③勝負を意識する…練習の最後に

はゲームを行うようにしています。そ

の中で勝ち負けにこだわり、ゲーム

に取り組んでいるか。（対外試合も

含め） 

④楽しむ…サッカーを楽しむことが

できているか。仲間と共に勝つこと

の喜びや負けたことの悔しさを分か

ち合い、真剣に勝ち負けにこだわる

ことでわかる楽しさを感じれるか。他

人からの指示や声にとらわれ自分

がしたいプレーが出来なくなってい

ないか。（チームメイトやコーチ、親

も含め） 

以上四項目に渡って判断します。

ただ中でも重視しているのが、②③

④です。特に③と④については、試

合を意識すれば理解が早いと思い

ます。③について、トーナメント等の

負ければ終わりの 1 発勝負では勝

ちにこだわらなければなりません。

常にその姿勢を練習から保つことが

できれば、実際の試合でもその意

識は発揮することができると思いま

す。④について、試合中プレーして

いるのはコーチでも親でもありませ

ん。選手たち自身です。どんな目的

をもって、どんな狙いをもってプレー

しているのかが重要です。ミスしても

いい、そのミスを取り返せばなんの

問題もありません。問題なのは自分

がしたいプレーをできないことです。

自分でチャレンジして成功すれば

嬉しいですよね？楽しいですよ

ね？その気持ちを大切にしてもらい

たいです。（もちろん独りよがりでい

いわけではありません。） 

チーム分けは 9 月中を目処に発

表する予定です。色々なコーチに

話を聞いて総合的に判断します。 

(佐藤 伸一) 

 

小 2 

【秋の公式戦に向けて…】 

９月に入ると、秋の公式戦（国際チ

ビッ子）が始まります。春の公式戦同

様に、２年生クラブ員全員を、レベル

がほぼ平均になるように３チームに分

けて、１日ずつ参加しようと考えてい

ます。どの子にもできるだけ多くの出

場機会をと考えていますが、出場時

間に若干のバラツキが出てしまうこと

をご了承ください。この年代でもサッ

カーの技術や精神的な発達という面

での差は明らかに存在します。そこで、

量的な平等ではなく、質的な平等をと

考えて、出場時間を調整しています

から。 

相手は選手を選抜して臨む公式戦

であるという側面だけでなく、この年

代では、真剣勝負の場面に出ていく

という覚悟ができていなかったり、技

術的にも精神的にも晩稲で、試合そ

のものが苦痛であったりという子どもも

いるということをも鑑みて、質的な平

等という結論に辿り着きました。逆に、

試合に出ることや試合に勝つことに

意義や喜びを感じる子どももいます。
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こうした個々の成長の差を認めた上

で、公式戦という経験から得られるも

のを大切にしたいと考えます。 

【公式戦での目標】 

さて、一年に２回しかないせっかく

の公式戦の機会ですから、どのような

気持ち、態度で、公式戦に臨んだら

よいでしょうか？春の公式戦の際にも、

子どもたちには伝えましたが、勝ち負

けは、勿論大事ですが、それを第一

とせずに、自分たちが練習してきたこ

とが試合のなかで、できるかどうかを

確認することを第一とします。普段の

港北小で練習してきたことのなかで、

何ができたか、そして、何ができなか

ったかを明確に整理することが大切

なのです。 

次に、一生懸命にプレーすること

です。「上手にプレーしなさい」とは決

して言いません。技術的に上手な子

も上手でない子もいることですから。

しかし、一生懸命にプレーをすること

は誰にでもできることです。自分の気

持ちの問題ですし、個々に一生懸命

の度合いは千差万別でかまわないと

思います。相手のことは全く関係があ

りません。 

グラウンドに礼を尽くすよりも、試合

に対して、自らの限界まで追い込ん

で、一生懸命にプレーをすることが何

よりの礼儀だと考えます。試合の相手

に対しても同様です。勝っても、負け

ても、最後まで一生懸命にプレーをし

ましょう。また、本部への挨拶はコー

チが代表して行います。子どもたちに

は、個々に自発的に、挨拶ができるよ

うになることを期待しています。コーチ

が他のチームの指導者や本部の人

たちに挨拶をする姿を見て、子どもた

ちが何かを感じたら自然と自分たち

から挨拶ができるようになるはずです。

何かを感じて、考えて、実行できるこ

とは、サッカーでも非常に大切な要素

です。 

【良い選手とは…】 

サッカーでは、試合が始まってしま

えば、プレーの一つ一つは選手に任

されています。およそピッチ外からの

指導者の指示など選手には届きませ

んし、届いたとしても、プレーは絶え

ず澱みなく流れていますので、指示

を受けてプレーをしたところで間に合

わないということになります。どんなプ

レーを選択し、どんなプレーを行うの

かは、全くの選手の自主性に負うとこ

ろになります。所謂良い選手というの

は試合中に周囲の状況から多くの情

報を収集し、分析し、次の自分のプレ

ーを選択し、実行に移します。ですか

ら、自分の周りの状況から何かを感じ、

それを頭のなかで咀嚼し、行動をき

めることを子どもたちには常に求めて

います。 

いずれ、成長して社会に出ても求

められる人材は、自ら考え、自ら判断

して、実行できる人です。是非、子ど

もたちにはサッカーを通じて、自ら考

え、自ら判断して、実行できる人にな

って欲しいところです。 

【お願い】 

最後になりますが、以上のような意

図を持って、公式戦（実は普段の活

動も）に臨みます。保護者の皆様に

は、子どもたちの成長につながるよう

な、温かい応援をお願いします。自チ

ームのみならず、相手チームの全て

の子どもたちに対しても、ミスは励まし、

良いプレーは褒めるというスタンスで

声援を送っていただければと思いま

す。そして、勝ち負けよりも、子どもた

ちが一生懸命にプレーをしていたか

どうかという視点で、試合後には、ご

家庭でも話題にしていただければと

考えます。 

詳しい日程が決まり次第、皆様に

は展開しますので、お子さんの予定

の調整等、ご協力をお願いします。 

(佐藤 敏明) 

 

幼児・小 1 

3 年前のトリコロールの記事を読

み返しながら、最近読んだ本との共

通点を探してみました。 

■2014年の記事 

「これからの時代に求められる国

語力について」と題して文部科学省

の文化審議会が国語教育の在り方

等に関する答申を出してからちょう

ど 10年。その背景には、若者の「国

語力の低下」を指摘する声が高まっ

ていたことがありました。求められる

「国語力」とはいったいどんな力な

のでしょうか。 

「論理的な表現力や豊富な語彙

力はもちろん大事です。しかし時と

して、それ以上に大切なのは、情緒

的な力だと思います。コミュニケー

ションにおいて、言う方も言われる

方も｢心地いいな｣と感じられるよう、

適切な言葉を選び取る『豊かな言

語感覚』とも言えるでしょうか。」（創

価大学教職大学院石丸憲一教授） 

その言語感覚が、特に若者の間

で乏しくなっていると、石丸教授は
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指摘しています。 

「携帯電話やスマートフォンの普

及により、コミュニケーションの中心

が『顔を合わせて話す』から『メール

のやり取り』に取って代わられてしま

った事実があると考えられます。」 

直接語り合う時、相手から受け取

るメッセージの量は、電話やメール

とは比べものになりません。「声」や

「しぐさ」「表情」といった“非言語”が

多くを伝えるからです。その中で、

相手の言葉の奥にある心情への想

像力が鍛えられます。相手の思い

に立って、適切な言葉を選ぶことも

できます。 

「国語力を育むには、幼少時代

に“生の声”の行き来を重ねること、

コミュニケーション自体を楽しむこと

が大切です。子どもたちは、言葉の

『楽しさ』『心地よさ』を実感すれば、

自然に『美しい言葉』『正し言葉』を

学んでいくはずです。」(同教授) 

 

｢都市と野生の思考 著者：鷲田

清一(哲学者：京都市立大学学長)

／山極寿一(霊長類学・人類学者：

京都大学総長) ｣より 

鷲田：僕らはともかくとして、携帯は

コミュニケーションのあり方を変えま

したね。 

山極：人間のコミュニケーションは本

来、生物学的な感性と文化的な感

性、それと科学技術が渾然一体とな

って行われるものです。生物学的感

性とは五感のことです。五感は、人

と接して面と向かい合うからこそ得ら

れる感覚で非常に重要です。文化

的な感性は、相手の言葉、服装、態

度、仕草などで表現されるアイコニ

ック(図像的)なもので、これもコミュ

ニケーションにおいては欠かせませ

ん。科学技術はこれをサポートする

ものだったわけですが、今はこの技

術だけがどんどん先行してしまって

いる。赤ちゃんはまず生物学的な感

性だけでコミュニケーションを始め、

成長するにつれて文化的感性を学

びながら能力を高めていくわけです。

ところが今はそうした過程をすっ飛

ばして、いきなり科学技術だけでコミ

ュニケーションを始める。 

鷲田：ネット上でのやり取りだけでは、

生物学的あるいは文化的感性が抜

け落ちてしまいますね。どうすれば

相手が気持ちいいようにコミュニケ

ーションできるかを学んでいない。こ

とに今の情報技術は、使い方が最

初から決まっているから、学ぶという

よりも身につけるものになってしま

う。 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

幼児・小１の活動では、｢あー楽し

かった。来週のサッカーも楽しみだ

な｣と感じてくれるように、安全で快

適な空間を提供できるようにコーチ

たちは取り組んでいます。『お話の

時間』も設けています。子どもは敏

感ですから、お話を通して教育しよ

うという｢意図的なもの｣を感じると、

つまらなそうな顔を向けてきます。

話を聞くことが苦痛にもなってきま

す。１分に満たない僅かな時間であ

っても、妥協を許さぬ真剣さと一緒

に楽しむ心の余裕が相まって初め

て豊かな『お話の時間』が生まれる

ことを常に意識して行動しなければ

なりません。 

『すこやかに成長してほしい』『可

能性を開き、夢を実現してほしい』と

祈りをこめて語ることが重要だと思っ

ています。 

8 月前半までは日中外で遊ぶの

を控えるほどの猛暑日が続きました。

子供たちはこの夏、サッカーの他に

どんな体験をしたのでしょうか。家族

でいろいろな場所に出かけ、たくさ

んの思い出を作ることが出来たと思

います。ひと夏を過ごしてたくましく

なった子供たちに会えることがとて

も楽しみです。サッカーに最適な気

候となるこれからの活動でさらにサ

ッカーを楽しみましょう。 

(浜野 正男) 

 

PAPAS 

COMP2017年リーグ戦 

2006 年から 8 年間、中山監督体制

で挑んできた COMP ですが 2014

年から新体制となり 

2014年 2部 3位 入替え戦敗戦 

2015年 2部 2位 1部昇格 

2016年 1部 12位 2部降格 

2017年 2部 現在 11位 3部降格確

定 

当初は 2部で順調に勝ちあがり 1

部を経験しましたが来年度は 3部か

らのスタートになります。過去にも

2009年、2013年に 3部降格を経験

していますが、2度とも優勝して 2部

に返り咲いています。来年の話をす

ると鬼に笑われますが必ず 2 部に

戻ってきましょう。 

本年度もまだ 1試合 vs県庁四十

雀とのゲームが 9 月 10 日に組まれ
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ています。いい結果を残して議長杯、

来年のリーグ戦につなげていきまし

ょう。 

近年 COMP も老朽化が進んでま

いりました。メンバーの皆さんは自

分ができる役割を見つけるようにお

願いいたします。 

来年度は 3部降格のため競技委

員の可能性は少なくなりましたが、メ

ンバー誰でも競技員になる可能性

があると思っていてください。また、

審判資格の取得なども皆様お願い

いたします。 

メンバー皆様の支えがあっての

COMP です。よろしくお願いいたし

ます。 

(瀬長 義男) 

 

ヨーガ 

【マイ スペース】 

夏の期間、かながわクラブのクラ

スを含めてお休みになるヨガクラス

が多くなります。今年は連休を取ら

せていただくこともでき、少しゆった

りとした時間を過ごすことができまし

た。しかし、いつもやらなければい

けない事に追われているので、なに

もすることがなくなってしまうとなん

だか落ち着きません。 

何をしようかと考えた末、「マイ ス

ペース」を作ることにしました。という

のも、このところ、企業での講師の

仕事や神奈川県関係の仕事も増え、

それに伴ってデスクワークが増えて

きたからです。いままではリビングで

パソコンを開き、食事時になるとそ

れを片付けて・・・という具合だった

のですが、段々と必要書類が増え

てきて毎回の移動が大変になって

きてしまったのです。 

幸い、昨年、息子が独り立ちした

ので彼の使っていた部屋が空いて

います。その一角に私専用の机を

置こうという作戦です。机を買いに

行き、組み立てて、設置まで丸一日

を費やし「マイ スペース」の出来上

がり。横長の机の端にはインドの神

様グッズを飾ったヨガコーナーも作

りました。思っていた以上の出来栄

えです。 

机の前に座ってみると、なんとい

う快適さ！考えてみれば結婚して以

来、自分の部屋はおろか自分専用

のスペースもありませんでした。うれ

しいです。思わずニコニコ笑ってし

まいます。 

私には「マイ スペース」が必要だ

ったのだと改めて気がつきました。

これでデスクワークにも益々集中で

きそうです。そして、さらにヨガを広

げるために頑張りたいと思います。 

(伊藤 玲子) 
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